
(57)【要約】

【課題】この発明は、信号伝達回路に関し、ディジタル

信号を、ジッタを生じさせることなく遅延経路の後段ま

で伝達させることを目的とする。

【解決手段】入力端子１２の後段に、セットパルス伝達

回路１４とリセットパルス伝達回路１６を配置する。セ

ットパルス伝達回路１４は、狭パルス生成回路１８、遅

延調整回路２０、インバータ２２、及び狭パルス生成回

路２４を備える。リセットパルス伝達回路１６は、イン

バータ２６、狭パルス生成回路２８、遅延調整回路３０

、インバータ３２、及び狭パルス生成回路３４を備える

。狭パルス生成回路１８，２４，２８，３４は、アップ

エッジを受けて所定幅の狭パルスを発生する。狭パルス

生成回路２４，３４の出力は、それぞれ、SRラッチ３６

のセット端子及びリセット端子に供給される。

【選択図】図５
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の 変 化 を 受 け て 、 第 １ の パ ル ス 幅 を 有 す る 狭 パ ル ス
を 発 生 す る 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と 、
　 前 記 狭 パ ル ス の 後 段 に 配 置 さ れ 、 当 該 狭 パ ル ス の 伝 達 に 遅 延 を 生 じ さ せ る 遅 延 回 路 と 、
　 前 記 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て デ ィ ジ タ ル 信 号 を 再 生 す
る 信 号 再 生 回 路 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 信 号 伝 達 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 狭 パ ル ス 生 成 回 路 は 、 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ を 受 け て
狭 パ ル ス を 生 成 す る ア ッ プ 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と 、 前 記 デ ィ ジ タ ル 信 号 の ダ ウ ン エ ッ ジ を
受 け て 狭 パ ル ス を 生 成 す る ダ ウ ン 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と を 含 み 、
　 前 記 遅 延 回 路 は 、 前 記 ア ッ プ 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 の 後 段 に 配 置 さ れ る ア ッ プ 側 遅 延 回 路
と 、 前 記 ダ ウ ン 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 の 後 段 に 配 置 さ れ る ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 と を 含 み 、
　 前 記 信 号 再 生 回 路 は 、 前 記 ア ッ プ 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を
受 け て 出 力 信 号 を 第 １ 値 か ら 第 ２ 値 に 変 化 さ せ 、 か つ 、 前 記 ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ
れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て 出 力 信 号 を 第 ２ 値 か ら 第 １ 値 に 変 化 さ せ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 信 号 伝 達 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 信 号 再 生 回 路 は 、
　 前 記 ア ッ プ 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て 第 ２ の パ ル ス 幅
を 有 す る 狭 パ ル ス を 発 生 す る ア ッ プ 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と 、
　 前 記 ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て 第 ２ の パ ル ス 幅
を 有 す る 狭 パ ル ス を 発 生 す る ダ ウ ン 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と 、
　 前 記 ア ッ プ 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス を 、 セ ッ ト 端 子 及 び リ セ ッ
ト 端 子 の 一 方 で 受 け 、 か つ 、 前 記 ダ ウ ン 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス
を 、 前 記 セ ッ ト 端 子 及 び リ セ ッ ト 端 子 の 他 方 で 受 け る SRラ ッ チ と 、
　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 信 号 伝 達 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の パ ル ス 幅 に 比 し て 、 前 記 第 ２ の パ ル ス 幅 が 狭 い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記
載 の 信 号 伝 達 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 狭 パ ル ス 生 成 回 路 は 、 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ 及 び ダ ウ
ン エ ッ ジ の 双 方 に 対 し て そ れ ぞ れ 狭 パ ル ス を 発 生 す る 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 を 含 み 、
　 前 記 信 号 再 生 回 路 は 、 前 記 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て 出
力 信 号 を 第 １ 値 と 第 ２ 値 と の 間 で 反 転 さ せ る ダ ウ ン エ ッ ジ ト リ ガ 式 の Tフ リ ッ プ フ ロ ッ プ
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 信 号 伝 達 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 信 号 伝 達 回 路 に 係 り 、 特 に 、 遅 延 回 路 を 含 む 信 号 伝 達 経 路 内 を 、 デ ィ ジ タ
ル 信 号 を 正 確 に 伝 達 さ せ る た め の 信 号 伝 達 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 特 開 平 １ １ － ３ ０ ４ ８ ８ ８ 号 公 報 に 開 示 さ れ る 半 導 体 試 験 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 を
示 す 。 図 １ に 示 す 半 導 体 試 験 装 置 は 、 試 験 対 象 で あ る 半 導 体 デ バ イ ス （ DUT） に 対 し て 、
種 々 の 試 験 信 号 を 供 給 す る た め の 装 置 で あ る 。 図 １ に は 、 DUTが 有 す る 一 つ の ピ ン に 対 し
て 試 験 信 号 を 供 給 す る た め の 構 成 が 示 さ れ て い る 。 上 記 従 来 の 半 導 体 試 験 装 置 は 、 図 １ に
示 す ブ ロ ッ ク 構 成 を 、 DUTの 複 数 ピ ン に 対 応 し て 、 複 数 組 み 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
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　 図 １ に 示 す ブ ロ ッ ク 構 成 は 、 パ タ ー ン 発 生 器 PGを 有 し て い る 。 パ タ ー ン 発 生 器 PGは 、 試
験 信 号 の パ タ ー ン を 発 生 す る た め の ユ ニ ッ ト で あ り 、 正 転 信 号 を 出 力 す る 正 転 出 力 端 子 と
反 転 信 号 を 出 力 す る 反 転 出 力 端 子 を 備 え て い る 。 正 転 出 力 端 子 か ら は 、 所 定 の レ ー ト で パ
ル ス 化 さ れ た デ ィ ジ タ ル 信 号 が 、 シ リ ア ル に 出 力 さ れ る 。 ま た 、 反 転 出 力 端 子 か ら は 、 正
転 出 力 端 子 か ら 出 力 さ れ る 信 号 の 反 転 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 パ タ ー ン 発 生 器 PGの 正 転 出 力 端 子 に は 、 セ ッ ト パ ル ス 生 成 部 が 接 続 さ れ て い る 。 セ ッ ト
パ ル ス 生 成 部 は 、 PGか ら 供 給 さ れ る 正 転 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ を 受 け て パ ル ス 信 号 を 生 成 す
る TGDと 、 そ の パ ル ス 信 号 に 所 望 の 遅 延 を 与 え る た め の 可 変 遅 延 手 段 と を 備 え て い る 。 こ
の た め 、 セ ッ ト パ ル ス 生 成 部 か ら は 、 正 転 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ に 対 し て 所 望 の 遅 延 を 伴 っ
た セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 パ タ ー ン 発 生 器 PGの 反 転 出 力 端 子 に は 、 リ セ ッ ト パ ル ス 生 成 部 が 接 続 さ れ て い る 。 リ セ
ッ ト パ ル ス 生 成 部 は 、 セ ッ ト パ ル ス 生 成 部 と 同 様 に TGDと 可 変 遅 延 手 段 と を 備 え て い る 。
リ セ ッ ト パ ル ス 生 成 部 は 、 PGか ら 反 転 信 号 の 供 給 を 受 け て い る た め 、 反 転 信 号 の ア ッ プ エ
ッ ジ に 対 し て （ 従 っ て 、 正 転 信 号 の ダ ウ ン エ ッ ジ に 対 し て ） 所 望 の 遅 延 を 伴 っ た リ セ ッ ト
パ ル ス RP１ １ を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 セ ッ ト パ ル ス 生 成 部 及 び リ セ ッ ト パ ル ス 生 成 部 の 後 段 に は 、 SRラ ッ チ ７ ０ が 配 置 さ れ て
い る 。 SRラ ッ チ ７ ０ の セ ッ ト 端 子 Sに は 、 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ が 供 給 さ れ て い る 。 他 方 、 S
Rラ ッ チ ７ ０ の リ セ ッ ト 端 子 Rに は 、 リ セ ッ ト パ ル ス RP１ １ が 供 給 さ れ て い る 。 SRラ ッ チ は
、 S端 子 及 び R端 子 の 状 態 に 応 じ て 、 出 力 端 子 Qを 下 記 の 状 態 と す る デ バ イ ス で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
S端 子 　 　 R端 子 　 　 Q端 子
　 L　 　 　 　 L　 　 　 維 持
　 H　 　 　 　 L　 　 　 　 H
　 L　 　 　 　 H　 　 　 　 L
　 H　 　 　 　 H　 　 　 禁 止
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 尚 、 上 記 の 規 則 に お い て 、 「 維 持 」 と は 、 従 前 の 出 力 Qが 維 持 さ れ る こ と を 意 味 す る 。
ま た 、 「 禁 止 」 と は 、 出 力 Qが 不 安 定 に な る た め 、 S端 子 及 び R端 子 へ の 入 力 を 、 共 に Hと す
る こ と は 禁 止 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 半 導 体 試 験 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る
。 よ り 具 体 的 に は 、 図 ２ 中 、 「 SP１ ０ 」 の 欄 は 、 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ の 発 生 タ イ ミ ン グ を
示 す 。 ま た 、 「 SP１ １ 」 は 、 リ セ ッ ト パ ル ス RP１ １ の 発 生 タ イ ミ ン グ を 示 す 。 そ し て 、 「
W１ 」 の 欄 は 、 SRラ ッ チ ７ ０ の 端 子 Qか ら 出 力 さ れ る 試 験 波 形 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ は 、 PGか ら 発 せ ら れ る 正 転 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ を 受 け て 発 生 す る 。
上 記 の 規 則 に よ れ ば 、 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ の 発 生 を 受 け て 、 SRラ ッ チ ７ ０ は 、 端 子 Qの 出
力 を Hと す る 。 リ セ ッ ト パ ル ス RP１ １ は 、 PGか ら 発 せ ら れ る 正 転 信 号 の ダ ウ ン エ ッ ジ を 受
け て 発 生 す る 。 SRラ ッ チ ７ ０ は 、 こ の リ セ ッ ト パ ル ス RP１ １ を 受 け て 、 端 子 Qの 出 力 を Lと
す る 。 そ の 結 果 、 試 験 波 形 W1は 、 PGか ら 発 せ ら れ る 正 転 信 号 と 同 じ デ ィ ジ タ ル 信 号 と な る
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に 示 す 構 成 に お い て 、 SRラ ッ チ ７ ０ に よ っ て 生 成 さ れ た 試 験 波 形 W１ は 、 ド ラ イ バ
を 介 し て DUTの ピ ン に 供 給 さ れ る 。 こ の た め 、 図 １ に 示 す 半 導 体 試 験 装 置 に よ れ ば 、 パ タ
ー ン 発 生 器 PGが 発 生 す る パ タ ー ン （ 正 転 信 号 ） を 、 所 望 の 遅 延 を 施 し た う え で 、 DUTの ピ
ン に 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ０ ４ ８ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 し た 半 導 体 試 験 装 置 に お い て 、 SRラ ッ チ ７ ０ は 、 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ 及 び リ セ ッ ト
パ ル ス RP１ １ の 発 生 を 受 け て 端 子 Qの 状 態 を 変 化 さ せ る 。 つ ま り 、 SRラ ッ チ ７ ０ は 、 S端 子
の 立 ち 上 が り を 検 知 し た 時 点 で 端 子 Qを Hと し 、 R端 子 の 立 ち 上 が り を 検 知 し た 時 点 で 端 子 Q
を Lと す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ は 、 PGが 発 生 す る 試 験 信 号 （ 正 転 信 号 ） が 立 ち 上 が る こ と に よ り 立
ち 上 が る 。 PGは 、 様 々 な パ タ ー ン で 試 験 信 号 を 生 成 す る た め 、 そ の 立 ち 上 が り 方 に は 、 種
々 の バ リ エ ー シ ョ ン が 存 在 す る 。 具 体 的 に は 、 試 験 信 号 の 立 ち 上 が り は 、 １ ビ ッ ト の L信
号 に 続 い て 生 ず る こ と も あ れ ば 、 ６ ビ ッ ト の L信 号 に 続 い て 立 ち 上 が る こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ は 、 試 験 信 号 の 立 ち 上 が り 方 と 、 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ の 立 ち 上 が り 方 と の 関 係 を 説
明 す る た め の 図 で あ る 。 具 体 的 に は 、 図 ３ （ Ａ ） は 、 試 験 信 号 が １ ビ ッ ト の L信 号 に 続 い
て 立 ち 上 が っ た 場 合 に 、 セ ッ ト パ ル ス 生 成 部 に よ っ て 生 成 さ れ る セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ の 波
形 を 示 す 。 ま た 、 図 ３ （ Ｂ ） 及 び 図 ３ （ Ｃ ） は 、 そ れ ぞ れ 、 試 験 信 号 が ２ ビ ッ ト の L信 号
、 又 は ６ ビ ッ ト の L信 号 に 続 い て 立 ち 上 が っ た 場 合 に 生 成 さ れ る セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ の 波
形 を 示 す 。 そ し て 、 図 ３ （ Ｄ ） は 、 SP１ ０ の 立 ち 上 が り 部 分 を 拡 大 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ に 所 望 の 遅 延 を 与 え る た め の 可 変 遅 延 手 段 は 、 バ ッ フ ァ ア ン プ を 直
列 に 多 段 接 続 し た 構 成 を 有 し て い る 。 PGの 発 す る 試 験 信 号 が 、 ６ ビ ッ ト 連 続 で L信 号 で あ
っ た 場 合 、 可 変 遅 延 手 段 に 対 し て も 、 ６ ビ ッ ト に 相 当 す る 期 間 中 、 連 続 し て L信 号 が 供 給
さ れ る 。 こ の 場 合 、 可 変 遅 延 手 段 を 構 成 す る 全 て の バ ッ フ ァ ア ン プ の 入 力 は 、 十 分 に 低 い
値 に 収 束 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 状 況 下 で 試 験 信 号 が 立 ち 上 が る と 、 TGDに よ っ て パ ル ス が 生 成 さ れ 、 そ の パ ル ス
の 立 ち 上 が り が 、 多 段 に 接 続 さ れ た バ ッ フ ァ ア ン プ に 順 次 伝 達 さ れ る 。 こ の 際 、 個 々 の バ
ッ フ ァ ア ン プ は 、 そ れ ら に 対 す る 入 力 が 十 分 に 下 が っ て い た た め 、 パ ル ス の 立 ち 上 が り を
、 比 較 的 長 い 遅 延 を 伴 っ て 後 段 に 伝 え る 。 こ の た め 、 可 変 遅 延 手 段 を 通 過 す る 間 に 、 セ ッ
ト パ ル ス SP１ ０ の 立 ち 上 が り 時 期 に は 、 比 較 的 大 き な 遅 延 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 他 方 、 PGの 発 す る 試 験 信 号 が 、 １ ビ ッ ト の L信 号 の 後 に 立 ち 上 が っ た 場 合 、 つ ま り 、 試
験 信 号 が 、 H信 号 と な っ た 後 、 １ ビ ッ ト だ け L信 号 を 挟 ん で 再 び H信 号 と な っ た よ う な 場 合
は 、 バ ッ フ ァ ア ン プ の 入 力 電 位 が 十 分 に 低 下 す る 前 に 、 再 び そ の 電 位 が 立 ち 上 げ ら れ る 事
態 が 生 ず る 。 こ の 場 合 、 個 々 の バ ッ フ ァ ア ン プ は 、 パ ル ス の 立 ち 上 が り を 、 短 時 間 で 後 段
に 伝 達 す る 。 そ の 結 果 、 可 変 遅 延 手 段 を 通 過 す る 間 に セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ に 与 え ら れ る 遅
延 時 間 は 、 比 較 的 短 い も の と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ （ Ｄ ） に お い て 、 最 も 早 く 立 ち 上 が っ て い る 波 形 は 、 試 験 信 号 が １ ビ ッ ト の L信 号
に 続 い て 立 ち 上 げ ら れ た 場 合 の SP１ ０ の 波 形 で あ る 。 以 下 、 こ の 場 合 の 立 ち 上 が り 時 期 を
「 基 準 時 期 」 と 称 す 。 上 述 し た 理 由 に よ り 、 試 験 信 号 が ２ ビ ッ ト の L信 号 の 後 に 立 ち 上 げ
ら れ た 場 合 、 SP１ ０ の 立 ち 上 が り 時 期 は 、 基 準 時 期 か ら Y1だ け 遅 れ た 時 期 と な る 。 ま た 、
試 験 信 号 が ６ ビ ッ ト の L信 号 の 後 に 立 ち 上 げ ら れ た 場 合 、 SP１ ０ の 立 ち 上 が り 時 期 は 、 基
準 時 期 か ら Y2だ け 遅 れ た 時 期 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 し た 通 り 、 SP１ ０ の 立 ち 上 が り 時 期 は 、 試 験 信 号 が 立 ち 上 げ ら れ る 前 に 、 ど の 程 度
の ビ ッ ト 数 L信 号 に 維 持 さ れ て い た か に 応 じ て 変 化 す る 。 こ の 関 係 は 、 試 験 信 号 が L信 号 に
維 持 さ れ た ビ ッ ト 数 を 横 軸 に と り 、 基 準 時 期 か ら の 遅 延 時 間 を 縦 軸 に 取 る と 、 図 ４ に 示 す
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よ う に 表 す こ と が で き る 。 以 下 、 上 述 し た 原 理 に よ っ て SP１ ０ の 立 ち 上 が り 時 期 に ず れ が
生 ず る 現 象 を 「 ジ ッ タ 」 と 称 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 示 す 従 来 の 半 導 体 試 験 装 置 に お い て は 、 リ セ ッ ト パ ル ス RP１ １ に も 、 ジ ッ タ が 生
ず る 。 す な わ ち 、 こ の 装 置 に お い て 、 リ セ ッ ト パ ル ス RP１ １ は 、 PGの 発 す る 反 転 信 号 の 立
ち 上 が り を 受 け て Lか ら Hに 変 化 す る 。 パ タ ー ン 発 生 器 PGは 、 任 意 の パ タ ー ン で 反 転 信 号 を
生 成 す る た め 、 反 転 信 号 が 、 立 ち 上 が り 以 前 に L信 号 に 維 持 さ れ る ビ ッ ト 数 は 様 々 な 値 に
変 化 す る 。 こ の た め 、 リ セ ッ ト パ ル ス RP１ １ の 立 ち 上 が り 時 期 に も 、 上 述 し た 通 り 、 セ ッ
ト パ ル ス SP１ ０ に 生 ず る の と 同 様 の ジ ッ タ が 生 ず る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 セ ッ ト パ ル ス SP１ ０ の ジ ッ タ は 、 試 験 波 形 W１ の 立 ち 上 が り 時 期 に 影 響 を 与 え る 。 ま た
、 リ セ ッ ト パ ル ス RP１ １ の ジ ッ タ は 、 試 験 波 形 W１ の 立 ち 下 が り 時 期 に 影 響 を 与 え る 。 デ
ィ ジ タ ル 信 号 は 、 ク ロ ッ ク 信 号 と の 同 期 が 取 れ て い る こ と を 前 提 と し て 処 理 さ れ る の が 一
般 的 で あ る 。 ジ ッ タ の 影 響 に よ り 、 試 験 波 形 W１ の 立 ち 上 が り や 立 ち 下 が り の 時 期 が 大 き
く 変 化 す る と 、 上 記 の 前 提 が 崩 れ 、 DUTが 正 確 に 検 査 で き な い 事 態 が 生 ず る 。 こ の 点 、 上
述 し た 従 来 の 半 導 体 試 験 装 置 は 、 試 験 信 号 を DUTま で 伝 達 す る た め の 装 置 と し て 、 必 ず し
も 理 想 的 な も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 述 の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 を 、
ジ ッ タ を 生 じ さ せ る こ と な く 遅 延 経 路 の 後 段 ま で 伝 達 す る こ と の で き る 信 号 伝 達 回 路 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 信 号 伝 達 回 路 で あ っ て 、
　 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の 変 化 を 受 け て 、 第 １ の パ ル ス 幅 を 有 す る 狭 パ ル ス
を 発 生 す る 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と 、
　 前 記 狭 パ ル ス の 後 段 に 配 置 さ れ 、 当 該 狭 パ ル ス の 伝 達 に 遅 延 を 生 じ さ せ る 遅 延 回 路 と 、
　 前 記 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て デ ィ ジ タ ル 信 号 を 再 生 す
る 信 号 再 生 回 路 と 、
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 ２ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、
　 前 記 狭 パ ル ス 生 成 回 路 は 、 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ を 受 け て
狭 パ ル ス を 生 成 す る ア ッ プ 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と 、 前 記 デ ィ ジ タ ル 信 号 の ダ ウ ン エ ッ ジ を
受 け て 狭 パ ル ス を 生 成 す る ダ ウ ン 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と を 含 み 、
　 前 記 遅 延 回 路 は 、 前 記 ア ッ プ 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 の 後 段 に 配 置 さ れ る ア ッ プ 側 遅 延 回 路
と 、 前 記 ダ ウ ン 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 の 後 段 に 配 置 さ れ る ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 と を 含 み 、
　 前 記 信 号 再 生 回 路 は 、 前 記 ア ッ プ 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を
受 け て 出 力 信 号 を 第 １ 値 か ら 第 ２ 値 に 変 化 さ せ 、 か つ 、 前 記 ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ
れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て 出 力 信 号 を 第 ２ 値 か ら 第 １ 値 に 変 化 さ せ る こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 第 ３ の 発 明 は 、 第 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 信 号 再 生 回 路 は 、
　 前 記 ア ッ プ 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て 第 ２ の パ ル ス 幅
を 有 す る 狭 パ ル ス を 発 生 す る ア ッ プ 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と 、
　 前 記 ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て 第 ２ の パ ル ス 幅
を 有 す る 狭 パ ル ス を 発 生 す る ダ ウ ン 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 と 、
　 前 記 ア ッ プ 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス を 、 セ ッ ト 端 子 及 び リ セ ッ
ト 端 子 の 一 方 で 受 け 、 か つ 、 前 記 ダ ウ ン 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス
を 、 前 記 セ ッ ト 端 子 及 び リ セ ッ ト 端 子 の 他 方 で 受 け る SRラ ッ チ と 、
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　 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 第 ４ の 発 明 は 、 第 ３ の 発 明 に お い て 、 前 記 第 １ の パ ル ス 幅 に 比 し て 、 前 記 第 ２ の
パ ル ス 幅 が 狭 い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 第 ５ の 発 明 は 、 第 １ の 発 明 に お い て 、
　 前 記 狭 パ ル ス 生 成 回 路 は 、 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ 及 び ダ ウ
ン エ ッ ジ の 双 方 に 対 し て そ れ ぞ れ 狭 パ ル ス を 発 生 す る 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 を 含 み 、
　 前 記 信 号 再 生 回 路 は 、 前 記 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て 出
力 信 号 を 第 １ 値 と 第 ２ 値 と の 間 で 反 転 さ せ る ダ ウ ン エ ッ ジ ト リ ガ 式 の Tフ リ ッ プ フ ロ ッ プ
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ の 発 明 に よ れ ば 、 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の 変 化 点 を 、 狭 パ ル ス に 変 換
し て 遅 延 回 路 に 供 給 す る こ と が で き る 。 変 化 点 以 前 の 入 力 信 号 の 状 態 は 様 々 で あ る た め 、
狭 パ ル ス の 開 始 側 エ ッ ジ に は ジ ッ タ の 影 響 が 及 び 易 い 。 他 方 、 狭 パ ル ス は 第 １ の パ ル ス 幅
の 後 に 必 ず 終 了 す る た め 、 そ の 終 端 側 エ ッ ジ は 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け 難 い 。 本 発 明 に お け
る 信 号 再 生 回 路 は 、 遅 延 回 路 の 後 段 で 、 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ を 受 け て デ ィ ジ タ ル 信 号
を 再 生 す る 。 こ の た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 遅 延 回 路 の 後 段 ま で 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け な い
デ ィ ジ タ ル 信 号 を 伝 達 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ が 、 ア ッ プ 側
狭 パ ル ス 生 成 回 路 に よ っ て 狭 パ ル ス に 変 換 さ れ 、 か つ 、 そ の デ ィ ジ タ ル 信 号 の ダ ウ ン エ ッ
ジ が ダ ウ ン 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 に よ っ て 狭 パ ル ス に 変 換 さ れ る 。 そ れ ら の 狭 パ ル ス は 、 そ
れ ぞ れ 、 ア ッ プ 側 遅 延 回 路 と ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 と に よ っ て 伝 送 さ れ る 。 信 号 再 生 回 路 は 、
ア ッ プ 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ と 、 ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 か ら 出 力
さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ と を 受 け て 、 出 力 信 号 の 状 態 を 反 転 さ せ る こ と に よ り 、 ジ
ッ タ の 影 響 を 受 け な い デ ィ ジ タ ル 信 号 を 再 生 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 ア ッ プ 側 遅 延 回 路 か ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ が 、 ア
ッ プ 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 に よ っ て 狭 パ ル ス に 変 換 さ れ る 。 ま た 、 ダ ウ ン 側 遅 延 回 路 か
ら 出 力 さ れ る 狭 パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ は 、 ダ ウ ン 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 に よ っ て 狭 パ ル
ス に 変 換 さ れ る 。 こ れ ら の 狭 パ ル ス が 、 SRラ ッ チ の セ ッ ト 端 子 及 び リ セ ッ ト 端 子 に 供 給 さ
れ る こ と に よ り 、 SRラ ッ チ に よ っ て 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け な い デ ィ ジ タ ル 信 号 が 生 成 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 遅 延 回 路 に は パ ル ス 幅 の 広 い 狭 パ ル ス を 供 給 し 、 ま た 、 SRラ ッ チ
に は 、 パ ル ス 幅 の 狭 い 狭 パ ル ス を 供 給 す る こ と が で き る 。 遅 延 回 路 に 対 し て 幅 の 太 い パ ル
ス を 供 給 す れ ば 、 そ の 中 を 伝 わ る 過 程 で 、 狭 パ ル ス が 消 滅 す る の を 防 ぐ こ と が で き る 。 他
方 、 SRラ ッ チ に 供 給 す る 狭 パ ル ス 幅 を 狭 く す る と 、 セ ッ ト パ ル ス と リ セ ッ ト パ ル ス の 許 容
間 隔 を 狭 く す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 再 生 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 の パ ル ス 幅 を 狭 め る こ
と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 再 生 信 号 の 自 由 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 活 性 回 路 に よ っ て 、 入 力 側 に 供 給 さ れ る デ ィ ジ
タ ル 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ 及 び ダ ウ ン エ ッ ジ を 、 そ れ ぞ れ 狭 パ ル ス に 変 換 す る こ と が で き る
。 ま た 、 そ れ ら の 狭 パ ル ス を 、 遅 延 回 路 の 後 段 で ダ ウ ン エ ッ ジ ト リ ガ 式 の Tフ リ ッ プ フ ロ
ッ プ に 入 力 さ せ る こ と に よ り 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け な い デ ィ ジ タ ル 信 号 を 再 生 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
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実 施 の 形 態 １ ．
［ 実 施 の 形 態 １ の 構 成 ］
　 図 ５ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 信 号 伝 達 回 路 １ ０ の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 信 号 伝 達 回 路
１ ０ は 、 例 え ば 、 半 導 体 デ バ イ ス の 試 験 装 置 に お い て 、 パ タ ー ン 発 生 器 PGが 発 生 し た 試 験
信 号 を 、 試 験 対 象 の 半 導 体 デ バ イ ス （ DUT） の ピ ン ま で 伝 達 す る た め の 回 路 と し て 用 い る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 信 号 伝 達 回 路 １ ０ は 、 入 力 信 号 の 供 給 を 受 け る 入 力 端 子 １ ２ を 備 え て い る 。 入 力 端 子 １
２ に は 、 L信 号 と H信 号 と の 組 み 合 わ せ で 構 成 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 が 、 所 定 の レ ー ト で シ
リ ア ル に 供 給 さ れ る 。 入 力 端 子 １ ２ 供 給 さ れ た デ ィ ジ タ ル 信 号 は 、 セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路
１ ４ と 、 リ セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ と に 並 列 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ４ は 、 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ を 備 え て い る 。 狭 パ ル ス 生 成 回 路
１ ８ は 、 入 力 信 号 の ア ッ プ エ ッ ジ を 受 け て 、 第 １ の パ ル ス 幅 を 有 す る 狭 パ ル ス を 生 成 す る
回 路 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ の パ ル ス 幅 は 、 伝 達 す る べ き デ ィ ジ タ ル 信 号 の １
ビ ッ ト に 対 応 す る 幅 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ に は 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ が 接 続 さ れ て い る 。 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ は
、 直 列 に 接 続 さ れ た 多 段 の バ ッ フ ァ ア ン プ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 個 々 の バ ッ フ ァ ア ン
プ は 、 前 段 か ら の 信 号 が 閾 値 を 超 え る と 出 力 を H信 号 と し 、 ま た 、 前 段 か ら の 信 号 が 閾 値
を 下 回 る と 出 力 を L信 号 と す る 。 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ は 、 個 々 の バ ッ フ ァ ア ン プ が 順 次 後 段
の バ ッ フ ァ ア ン プ に 信 号 を 伝 達 す る 過 程 で 、 入 力 信 号 に 所 望 の 遅 延 を 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ に は 、 イ ン バ ー タ ２ ２ を 介 し て 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ４ が 接 続 さ
れ て い る 。 イ ン バ ー タ ２ ２ は 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ か ら 出 力 さ れ る 信 号 を 反 転 さ せ る た め の
回 路 で あ る 。 ま た 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ４ は 、 イ ン バ ー タ ２ ２ か ら 供 給 さ れ る 信 号 の
ア ッ プ エ ッ ジ を 受 け て 、 第 ２ の パ ル ス 幅 を 有 す る 狭 パ ル ス を 生 成 す る 回 路 で あ る 。 本 実 施
形 態 に お い て 、 第 ２ の パ ル ス 幅 は 、 上 述 し た 第 １ の パ ル ス 幅 に 比 し て 狭 い 幅 と さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 リ セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ は 、 入 力 端 子 １ ２ の 直 後 に イ ン バ ー タ ２ ６ を 備 え て い る 点
を 除 い て 、 セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ４ と 同 様 の 構 成 を 有 し て い る 。 具 体 的 に は 、 リ セ ッ ト
パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ は 、 イ ン バ ー タ ２ ６ の 後 段 に 、 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ８ 、 遅 延 調 整 回 路
３ ０ 、 イ ン バ ー タ ３ ２ 、 及 び 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ３ ４ を 備 え て い る 。 こ れ ら の 回 路 は 、
そ れ ぞ れ 、 セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ４ が 備 え る 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０
、 イ ン バ ー タ ２ ２ 、 及 び 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ４ と 同 様 に 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ４ 及 び リ セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ の 後 段 に は 、 SRラ ッ チ ３ ６
が 配 置 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ４ が 備 え る 第 ２ 狭 パ ル ス 生
成 回 路 ２ ４ の 出 力 は 、 SRラ ッ チ ３ ６ の セ ッ ト 端 子 に 供 給 さ れ て い る 。 ま た 、 リ セ ッ ト パ ル
ス 伝 達 回 路 １ ６ が 備 え る 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ３ ４ の 出 力 は 、 SRラ ッ チ ３ ６ の リ セ ッ ト 端
子 に 供 給 さ れ て い る 。 そ し て 、 SRラ ッ チ ３ ６ の 出 力 は 、 出 力 端 子 ３ ８ に 供 給 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 SRラ ッ チ ３ ６ は 、 セ ッ ト 端 子 の み が Hレ ベ ル と な る と 出 力 を Hレ ベ ル と し 、 反 対 に 、 リ セ
ッ ト 端 子 の み が Hレ ベ ル に な る と 、 出 力 を Lレ ベ ル と す る 。 そ し て 、 SRラ ッ チ ３ ６ は 、 セ ッ
ト 端 子 及 び リ セ ッ ト 端 子 の 双 方 が Lレ ベ ル で あ る 場 合 は 、 従 前 の 出 力 レ ベ ル を 維 持 す る 。
セ ッ ト 端 子 及 び リ セ ッ ト 端 子 の 双 方 を Hレ ベ ル に す る こ と は 、 SRラ ッ チ ３ ６ の 出 力 を 不 安
定 に す る た め 禁 止 事 項 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 実 施 形 態 の 信 号 伝 達 回 路 に よ れ ば 、 セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ４ の 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回
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路 ２ ４ か ら 狭 パ ル ス が 発 せ ら れ る こ と に よ り SRラ ッ チ ３ ６ の 出 力 は Hレ ベ ル と な る 。 そ の
後 、 リ セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ の 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ３ ４ か ら 狭 パ ル ス が 発 せ ら れ る
と 、 SRラ ッ チ ３ ６ の 出 力 は Lレ ベ ル に 反 転 す る 。 以 後 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ４ ， ３ ４
が 交 互 に 狭 パ ル ス を 発 す る の を 受 け て 、 SRラ ッ チ ３ ６ の 出 力 は 、 Hレ ベ ル と Lレ ベ ル の 間 で
反 転 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 第 １ の パ ル ス 幅 及 び 第 ２ の パ ル ス 幅 の 設 定 ］
　 図 ６ は 、 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ が 生 成 す る 狭 パ ル ス の 幅 、 つ ま り 、 第 １ の パ ル ス 幅 が 満
た す べ き 条 件 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ６ （ Ａ ） 、 図 ６ （ Ｂ ） 及 び 図 ６ （ Ｃ ） は 、 第
１ の パ ル ス 幅 が 十 分 に 確 保 さ れ て い る 場 合 に 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ 内 の 第 n段 ～ 第 n+2段 の バ
ッ フ ァ ア ン プ に よ っ て 順 次 伝 達 さ れ る パ ル ス の 波 形 を 示 す 。 他 方 、 図 ６ （ Ｄ ） 、 図 ６ （ Ｅ
） 及 び 図 ６ （ Ｆ ） は 、 第 １ の パ ル ス 幅 が 過 小 で あ っ た 場 合 に 、 第 n段 ～ 第 n+2段 の バ ッ フ ァ
ア ン プ に よ っ て 順 次 伝 達 さ れ て い く 過 程 で パ ル ス 幅 が 徐 々 に 狭 く な っ て い く 様 子 を 表 し た
図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 n段 の バ ッ フ ァ ア ン プ は 、 入 力 信 号 の 値 が 閾 値 を 超 え た 段 階 で 、 出 力 信 号 、 つ ま り 、
第 n+1段 目 の バ ッ フ ァ ア ン プ に 対 す る 入 力 信 号 を 立 ち 上 げ 始 め る 。 ま た 、 第 n段 の バ ッ フ ァ
ア ン プ は 、 入 力 信 号 の 値 が 閾 値 を 下 回 っ た 段 階 で 、 第 n+1段 目 の バ ッ フ ァ ア ン プ に 対 す る
入 力 信 号 を 立 ち 下 げ 始 め る 。 こ の 動 作 は 、 第 n+1段 目 の バ ッ フ ァ ア ン プ に お い て も 、 ま た
、 第 n+2段 目 の バ ッ フ ァ ア ン プ に お い て も 同 様 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 狭 パ ル ス が 十 分 に Hレ ベ ル と Lレ ベ ル に 収 束 す る 場 合 は 、 そ の
収 束 の 状 態 が 、 全 て の 段 の バ ッ フ ァ ア ン プ に 順 次 伝 達 さ れ る 。 従 っ て 、 こ の 場 合 は 、 遅 延
調 整 回 路 ２ ０ を 伝 わ る 過 程 で 、 狭 パ ル ス の 幅 は 維 持 さ れ る 。 他 方 、 図 ６ （ Ｄ ） に 示 す よ う
に 、 第 n段 に 対 す る 入 力 信 号 が 、 十 分 に Hレ ベ ル に 収 束 す る 前 に 立 ち 下 が り 始 め る 場 合 は 、
遅 延 調 整 回 路 ２ ０ の 内 部 を 進 む に 連 れ て パ ル ス の 幅 が 徐 々 に 狭 く な り 、 や が て は 、 パ ル ス
が 消 滅 す る 事 態 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の た め 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ の 後 段 ま で 狭 パ ル ス を 確 実 に 伝 達 さ せ る た め に は 、 狭 パ ル
ス 生 成 回 路 １ ８ に は 、 十 分 に Hレ ベ ル 及 び Lレ ベ ル に 収 束 す る に 足 る 幅 を 持 つ 狭 パ ル ス を 発
生 さ せ る 必 要 が あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ は 、 伝 達 す る べ き デ ィ ジ タ
ル 信 号 の レ ー ト に 対 応 す る 動 作 速 度 を 有 し て い る 。 つ ま り 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ は 、 上 記 の
レ ー ト 下 で 生 ず る １ ビ ッ ト 幅 の 信 号 を 適 正 に 伝 達 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ が 発 生 す る 狭 パ ル ス の 幅 、 つ ま り 、 第 １ の
パ ル ス 幅 は 、 上 述 し た 通 り 、 伝 達 す る べ き デ ィ ジ タ ル 信 号 の １ ビ ッ ト に 対 応 す る 幅 と さ れ
て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ が 生 成 す る 狭 パ ル
ス は 、 確 実 に 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ の 後 段 ま で 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 上 述 し た 事 情 は 、 リ セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ に お い て も 同 様 に 成 立 す る 。 こ の た め 、
本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ８ に よ っ て 生 成 さ れ る 狭 パ ル ス は 、 確 実
に 、 遅 延 調 整 回 路 ３ ０ の 後 段 ま で 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ２ 狭 パ ル ス 発 生 回 路 ２ ４ ， ３ ４ が 発 生 す る 狭 パ ル ス は 、 遅 延 回 路 等 を 経 由 す る こ と な
く 、 直 接 SRラ ッ チ ３ ６ に 供 給 さ れ る 。 SRラ ッ チ ３ ６ は 、 狭 パ ル ス が 瞬 間 的 に で も 閾 値 を 超
え れ ば 、 Hレ ベ ル を 検 知 す る こ と が で き る 。 他 方 、 セ ッ ト 端 子 と リ セ ッ ト 端 子 に 同 時 に Hレ
ベ ル が 供 給 さ れ る の を 防 ぐ 意 味 で は 、 つ ま り 、 SRラ ッ チ ３ ６ に と っ て の 禁 止 事 項 を 避 け る
う え で は 、 セ ッ ト 端 子 に 供 給 さ れ る 狭 パ ル ス の 幅 、 及 び リ セ ッ ト 端 子 に 供 給 さ れ る 狭 パ ル
ス の 幅 は 、 狭 い ほ ど 望 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 こ の た め 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の パ ル ス 幅 が 第 １ の パ ル ス 幅 に 比 し て 狭 く 設 定 さ れ て
い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ の パ ル ス 幅 が 、 伝 達 す る べ き デ ィ ジ タ ル 信 号 の １ ビ ッ ト に 対
応 し て い る の に 対 し て 、 第 ２ の パ ル ス 幅 は 、 SRラ ッ チ ３ ６ が Hレ ベ ル を 認 識 す る こ と の で
き る 最 小 限 の 幅 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
［ 実 施 の 形 態 １ の 動 作 ］
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 信 号 伝 達 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 ７
中 「 入 力 信 号 」 の 欄 は 、 図 ５ に お け る 入 力 端 子 １ ２ に 供 給 さ れ る 信 号 の 波 形 を 示 し 、 「 出
力 信 号 」 の 欄 は 、 図 ５ に お け る 出 力 端 子 ３ ８ に 表 れ る 信 号 の 波 形 を 示 し て い る 。 ま た 、 図
７ に 示 す Ａ 乃 至 Ｈ の 欄 は 、 そ れ ぞ れ 、 図 ５ 中 に 示 す Ａ 乃 至 Ｈ の 点 に 表 れ る 信 号 の 波 形 を 示
し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ４ に 属 す る 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ は 、 入
力 信 号 の 立 ち 上 が り を 受 け て １ ビ ッ ト に 相 当 す る 狭 パ ル ス を 生 成 す る 。 こ の た め 、 狭 パ ル
ス 生 成 回 路 １ ８ の 後 段 （ Ａ 点 ） に は 、 入 力 信 号 の 立 ち 上 が り と 同 期 し て 立 ち 上 が り 、 そ の
後 、 １ ビ ッ ト に 対 応 す る 時 間 が 経 過 し た 時 点 で 立 ち 下 が る 狭 パ ル ス が 表 れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 リ セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ に 属 す る 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ８ に は 、 イ ン バ ー タ ２ ６ を 介
し て 入 力 信 号 が 供 給 さ れ る 。 こ の た め 、 リ セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ に お い て は 、 狭 パ ル
ス 生 成 回 路 ２ ８ の 後 段 （ Ｂ 点 ） に 、 入 力 信 号 の 立 ち 下 が り と 同 期 し て 立 ち 上 が り 、 そ の 後
、 １ ビ ッ ト に 対 応 す る 時 間 が 経 過 し た 時 点 で 立 ち 下 が る 狭 パ ル ス が 表 れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 Ａ 点 に 表 れ た 狭 パ ル ス の 立 ち 上 が り は 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ を 構 成 す る 多 段 の バ ッ フ ァ ア
ン プ に よ っ て 順 次 伝 達 さ れ る 。 そ の 結 果 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ の 後 段 （ Ｃ 点 ） に は 、 入 力 信
号 の 立 ち 上 が り か ら 、 所 望 の 遅 延 時 間 の 後 に 立 ち 上 が り が 生 ず る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 と こ ろ で 、 入 力 信 号 の 立 ち 上 が り 方 に は 、 様 々 な バ リ エ ー シ ョ ン が 存 在 す る 。 従 っ て 、
Ａ 点 に 表 れ る 狭 パ ル ス の 立 ち 上 が り 方 に も 、 様 々 な バ リ エ ー シ ョ ン が 存 在 す る 。 具 体 的 に
は 、 Ａ 点 に 表 れ る 立 ち 上 が り は 、 １ ビ ッ ト 分 の L信 号 に 続 い て 表 れ る こ と も あ り 、 ま た 、
６ ビ ッ ト 分 の L信 号 に 続 い て 表 れ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ を 構 成 す る 個 々 の バ ッ フ ァ ア ン プ は 、 立 ち 上 が り の 前 に 維 持 さ れ た L
期 間 が 長 い ほ ど 、 信 号 の 立 ち 上 が り を 後 段 に 伝 え る の に 長 い 時 間 を 必 要 と す る 。 こ の 伝 達
時 間 の 差 が 積 み 重 な る こ と に よ り 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ の 後 段 （ Ｃ 点 ） に お け る 立 ち 上 が り
の タ イ ミ ン グ に は 、 無 視 で き な い ジ ッ タ が 生 ず る （ 図 ７ Ｃ に お け る Y1参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ は 、 ま た 、 Ａ 点 に 表 れ る 狭 パ ル ス の 立 ち 下 が り も 伝 達 す る 。 狭 パ ル ス
の 立 ち 下 が り は 、 必 ず 、 １ ビ ッ ト 分 の H信 号 に 続 い て 表 れ る 。 つ ま り 、 立 ち 下 が り に 関 し
て は 、 立 ち 上 が り の 場 合 と 異 な り 、 信 号 レ ベ ル の 変 化 の 仕 方 が 規 格 化 さ れ て い る 。 こ の た
め 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ は 、 Ａ 点 に 生 じ た 立 ち 下 が り を 、 常 に ほ ぼ 一 定 の 遅 延 時 間 を か け て
Ｃ 点 ま で 伝 達 す る 。 そ の 結 果 、 Ｃ 点 に お け る 立 ち 下 が り の タ イ ミ ン グ に は 、 殆 ど ジ ッ タ が
発 生 し な い （ 図 ７ Ｃ に お け る Y2参 照 ） 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 の 現 象 は 、 リ セ ッ ト パ ル ス 伝 達 回 路 １ ６ に お い て も 同 様 に 生 ず る 。 す な わ ち 、 狭 パ
ル ス 生 成 回 路 ２ ８ の 後 段 （ Ｂ 点 ） に は 、 入 力 信 号 の 立 ち 下 が り を 受 け て 立 ち 上 が り が 生 ず
る 。 従 っ て 、 入 力 信 号 が Hレ ベ ル を 維 持 す る ビ ッ ト 数 に 応 じ て 、 Ｂ 点 の 立 ち 上 が り 方 に は
、 種 々 の バ リ エ ー シ ョ ン が 生 ず る 。 他 方 、 Ｂ 点 に お け る 立 ち 下 が り 方 は 、 １ ビ ッ ト の H信
号 に 続 く も の と し て 規 格 化 さ れ て い る 。 こ の た め 、 遅 延 調 整 回 路 ３ ０ の 後 段 （ Ｄ 点 ） に お
い て 、 立 ち 上 が り の タ イ ミ ン グ に は 無 視 で き な い ジ ッ タ が 生 じ （ 図 ７ Ｄ に お け る Y1参 照 ）
、 立 ち 下 が り の タ イ ミ ン グ に は 殆 ど ジ ッ タ が 生 じ な い （ 図 ７ Ｄ に お け る Y2参 照 ） 。
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【 ０ ０ ５ ９ 】
　 Ｃ 点 及 び Ｄ 点 に お い て 、 狭 パ ル ス の 立 ち 上 が り の タ イ ミ ン グ に 生 ず る 時 間 の ず れ Y1は 、
入 力 信 号 の 立 ち 上 が り 前 に 維 持 さ れ た Lレ ベ ル の ビ ッ ト 数 、 或 い は 、 入 力 信 号 が Hレ ベ ル に
維 持 さ れ た ビ ッ ト 数 と の 関 係 で 、 図 ８ に 示 す よ う に 表 す こ と が で き る 。 ま た 、 図 ８ に 示 す
よ う に 、 Ｃ 点 及 び Ｄ 点 に お い て 、 狭 パ ル ス が 立 ち 下 が る タ イ ミ ン グ に 生 ず る ず れ Y2は 、 常
に Y1に 比 し て 十 分 に 小 さ な 値 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ７ に お い て 、 Ｅ 欄 及 び Ｆ 欄 は 、 イ ン バ ー タ ２ ２ ， ３ ２ に よ っ て 反 転 さ れ た 狭 パ ル ス の
波 形 を 表 し て い る 。 イ ン バ ー タ ２ ２ ， ３ ２ を 通 過 さ せ る こ と に よ り 、 １ ビ ッ ト 分 だ け Lレ
ベ ル を 維 持 す る 狭 パ ル ス （ 以 下 、 「 反 転 狭 パ ル ス 」 と 称 す ） を 生 成 す る こ と が で き る 。 Ｃ
点 及 び Ｄ 点 に お け る ジ ッ タ の 影 響 は 、 反 転 狭 パ ル ス に 重 畳 す る 。 す な わ ち 、 反 転 狭 パ ル ス
に は 、 開 始 側 の ダ ウ ン エ ッ ジ に 無 視 で き な い ジ ッ タ が 発 生 す る 一 方 、 終 端 側 の ア ッ プ エ ッ
ジ に は 、 殆 ど ジ ッ タ が 発 生 し な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 イ ン バ ー タ ２ ２ に よ っ て 生 成 さ れ た 反 転 狭 パ ル ス は 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ４ に 供 給
さ れ る 。 そ の 結 果 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ４ の 後 段 （ Ｇ 点 ） に は 、 Ｅ 点 に お け る 反 転 狭
パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ と 同 期 し た 、 第 ２ の パ ル ス 幅 の 狭 パ ル ス が 表 れ る 。 反 転 狭 パ ル ス の
終 端 側 エ ッ ジ に は ジ ッ タ が 生 じ て い な い 。 こ の た め 、 Ｇ 点 に は 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け な い
狭 パ ル ス が 表 れ る 。 こ の 狭 パ ル ス が SRラ ッ チ ３ ６ の セ ッ ト 端 子 に 供 給 さ れ る こ と に よ り 、
出 力 信 号 は 、 入 力 信 号 が 立 ち 上 が っ た 後 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 セ ッ ト 側 の 遅
延 時 間 （ 第 １ の パ ル ス 幅 に 対 応 す る 時 間 と 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ に よ る 遅 延 時 間 と の 和 ） が
経 過 し た 時 点 で 正 確 に 立 ち 上 が る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 リ セ ッ ト 信 号 伝 達 回 路 １ ６ の Ｆ 点 に 表 れ る 反 転 狭 パ ル ス は 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ３ ４
に 供 給 さ れ る 。 そ の 結 果 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ３ ４ の 後 段 （ Ｈ 点 ） に は 、 Ｆ 点 の 反 転 狭
パ ル ス の 終 端 側 エ ッ ジ と 同 期 し た 、 第 ２ の パ ル ス 幅 の 狭 パ ル ス が 表 れ る 。 こ の 狭 パ ル ス が
SRラ ッ チ ３ ６ の リ セ ッ ト 端 子 に 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 出 力 信 号 は 、 入 力 信 号 が 立 ち 下 が
っ た 後 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 リ セ ッ ト 側 の 遅 延 時 間 （ 第 １ の パ ル ス 幅 に 対 応
す る 時 間 と 、 遅 延 調 整 回 路 ３ ０ に よ る 遅 延 時 間 と の 和 ） が 経 過 し た 時 点 で 正 確 に 立 ち 下 が
る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
［ 実 施 の 形 態 １ に お け る 効 果 ］
　 以 上 説 明 し た 通 り 、 本 実 施 形 態 の 信 号 伝 達 回 路 に よ れ ば 、 入 力 信 号 の 立 ち 上 が り を 、 ジ
ッ タ の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 セ ッ ト 側 の 遅 延 時 間 の 後 に 出 力 信 号 に 反 映 さ せ る こ と が で
き る 。 同 様 に 、 こ の 回 路 に よ れ ば 、 入 力 信 号 の 立 ち 下 が り を 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け る こ と
な く 、 リ セ ッ ト 側 の 遅 延 時 間 の 後 に 出 力 信 号 に 反 映 さ せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 本 実 施
形 態 の 信 号 伝 達 回 路 に よ れ ば 、 入 力 端 子 １ ２ に 供 給 さ れ る デ ィ ジ タ ル 信 号 を 、 所 望 の 遅 延
時 間 を 与 え た う え で 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け る こ と な く 出 力 端 子 ３ ８ ま で 伝 達 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 更 に 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 セ ッ ト 側 の 遅 延 時 間 、 及 び リ セ ッ ト 側 の 遅 延 時 間 に
、 そ れ ぞ れ 第 １ の パ ル ス 幅 分 の 時 間 が 含 ま れ て い る 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 の 信 号 伝 達 回
路 に よ れ ば 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ ， ３ ０ だ け で 遅 延 時 間 を 確 保 す る 回 路 に 比 し て 、 大 き な 遅
延 時 間 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 セ ッ ト 信 号 伝 達 回 路 １ ４ 側 の 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ が 発
生 す る 遅 延 時 間 と 、 リ セ ッ ト 信 号 伝 達 回 路 １ ６ 側 の 遅 延 調 整 回 路 ３ ０ が 発 生 す る 遅 延 時 間
と を 異 な ら せ る こ と に よ り 、 伝 達 の 過 程 で 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 の パ ル ス 幅 を 伸 縮 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 特 に 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の パ ル ス 幅 を 十 分 に 狭 く し て い る こ と か ら 、 SRラ ッ チ ３ ６
の 禁 止 事 項 に 触 れ る こ と な く 、 Ｇ 点 の 狭 パ ル ス と Ｈ 点 の 狭 パ ル ス と の 間 隔 を 、 十 分 に 狭 く
す る こ と が で き る 。 こ の 点 、 本 実 施 形 態 の 構 成 は 、 伝 達 パ ル ス の 伸 縮 に 関 す る 自 由 度 を 大
き く 確 保 す る う え で 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
［ 実 施 の 形 態 １ の 変 形 例 ］
　 図 ９ は 、 本 実 施 形 態 の 信 号 伝 達 回 路 を 多 チ ャ ン ネ ル 化 し た 場 合 の 構 成 例 を 示 す 。 図 ９ に
示 す 信 号 伝 達 回 路 は 、 複 数 の 遅 延 回 路 （ 遅 延 回 路 １ ～ ３ ） を 備 え て い る 。 遅 延 回 路 １ ～ ３
は 、 そ れ ぞ れ 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ ， ３ ０ 、 イ ン バ ー タ ２ ２ ， ３ ２ 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路
２ ４ ， ３ ４ 、 SRラ ッ チ ３ ６ 、 及 び 出 力 端 子 ３ ８ を 備 え て い る 。 ま た 、 遅 延 回 路 １ ～ ３ は 、
共 通 す る 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ ， ２ ８ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ ， ３ ０ に は 、 遅 延 回 路 １ ～ ３ 毎 に 異 な る 遅 延 時 間 が 割 り 振 ら れ て い る
。 こ の た め 、 図 ９ に 示 す 信 号 伝 達 回 路 に よ れ ば 、 入 力 端 子 １ ２ に 単 一 の デ ィ ジ タ ル 信 号 を
供 給 す る こ と に よ り 、 異 な る 遅 延 処 理 が 施 さ れ た 複 数 の 信 号 を 出 力 端 子 ３ ８ に 伝 達 す る こ
と が で き る 。 こ の 回 路 は 、 例 え ば 、 半 導 体 デ バ イ ス の 複 数 ピ ン に 対 し て 、 タ イ ミ ン グ を 変
え て 同 じ 信 号 を 与 え る 必 要 が あ る よ う な 場 合 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 信 号 伝 達 回 路 １ ０ に 、 所 望 の 遅 延 を 生 じ
さ せ る た め の 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ ， ３ ０ を 、 意 図 的 に 含 ま せ る こ と と し て い る が 、 本 発 明 の
構 成 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 デ ィ ジ タ ル 信 号 を 長 距 離 に 渡 っ て 伝 送 す
る よ う な 場 合 に は 、 信 号 の 伝 達 経 路 中 に 、 複 数 の 増 幅 器 が 配 置 さ れ 、 必 然 的 に 多 段 の 遅 延
回 路 が 形 成 さ れ る こ と が あ る 。 本 発 明 の 構 成 は 、 こ の よ う な 信 号 伝 達 経 路 の 中 を 、 ジ ッ タ
を 生 じ さ せ る こ と な く デ ィ ジ タ ル 信 号 を 送 信 す る た め に 用 い る こ と と し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 尚 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ で は 、 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ ， ２ ８ 及 び イ ン バ ー タ ２ ６ が 、
前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「 狭 パ ル ス 生 成 回 路 」 に 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ ， ３ ０ が 前 記 第 １ の
発 明 に お け る 「 遅 延 回 路 」 に 、 イ ン バ ー タ ２ ２ ， ３ ２ 、 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ４ ， ３ ４
、 及 び SRラ ッ チ ３ ６ が 前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「 信 号 再 生 回 路 」 に 、 そ れ ぞ れ 相 当 し て い
る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ で は 、 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ が 前 記 第 ２ の 発 明 に お け る 「
ア ッ プ 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 」 に 、 イ ン バ ー タ ２ ６ 及 び 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ８ が 前 記 第 ２ の
発 明 に お け る 「 ダ ウ ン 側 狭 パ ル ス 生 成 回 路 」 に 、 遅 延 調 整 回 路 ２ ０ が 前 記 第 ２ の 発 明 に お
け る 「 ア ッ プ 側 遅 延 回 路 」 に 、 遅 延 調 整 回 路 ３ ０ が 前 記 第 ２ の 発 明 に お け る 「 ダ ウ ン 側 遅
延 回 路 」 に 、 Lレ ベ ル が 前 記 第 ２ の 発 明 に お け る 「 第 １ 値 」 に 、 Hレ ベ ル が 前 記 第 ２ の 発 明
に お け る 「 第 ２ 値 」 に 、 そ れ ぞ れ 相 当 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ で は 、 イ ン バ ー タ ２ ２ 及 び 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ２ ４ が 前
記 第 ３ の 発 明 に お け る 「 ア ッ プ 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 」 に 、 イ ン バ ー タ ３ ２ 及 び 第 ２ 狭
パ ル ス 生 成 回 路 ３ ４ が 前 記 第 ３ の 発 明 に お け る 「 ダ ウ ン 側 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 に 、 そ れ
ぞ れ 相 当 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
実 施 の 形 態 ２ ．
［ 実 施 の 形 態 ２ の 構 成 ］
　 次 に 、 図 １ ０ 及 び 図 １ １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に つ い て 説 明 す る 。 図 １ ０
は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ の 信 号 伝 達 回 路 ４ ０ の 構 成 を 説 明 す る た め の ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。 本 実 施 形 態 の 信 号 伝 達 回 路 ４ ０ は 、 入 力 端 子 １ ２ の 後 段 に 、 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 生 成 回 路
４ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
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　 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ４ ２ は 、 入 力 信 号 の Lか ら Hへ の 変 化 、 及 び Hか ら Lの 変 化 の そ
れ ぞ れ を 受 け て 、 狭 パ ル ス を 発 生 す る 回 路 で あ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 こ こ で 生 成 さ れ る 狭
パ ル ス の 幅 （ 第 １ の パ ル ス 幅 ） は 、 少 な く と も 伝 達 す る べ き デ ィ ジ タ ル 信 号 の 倍 の レ ー ト
に 対 応 す る よ う に 、 １ ビ ッ ト 分 の 幅 の 半 分 未 満 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ４ ２ に よ っ て 生 成 さ れ た 狭 パ ル ス は 、 遅 延 調 整 回 路 ４ ４ に 供
給 さ れ る 。 遅 延 調 整 回 路 ４ ４ は 、 上 述 し た 第 １ の パ ル ス 幅 を 有 す る 狭 パ ル ス を 、 消 滅 さ せ
る こ と な く 伝 達 さ せ る こ と が で き る よ う に 、 伝 達 す る べ き デ ィ ジ タ ル 信 号 の 倍 以 上 の レ ー
ト に 対 応 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 遅 延 調 整 回 路 ４ ４ を 通 過 し た 信 号 は 、 立 ち 下 が り エ ッ ジ ト リ ガ 式 の Tフ リ ッ プ フ ロ ッ プ
（ T-FF） ４ ６ に 供 給 さ れ る 。 T-FF４ ６ は 、 前 段 か ら 供 給 さ れ る 信 号 の ダ ウ ン エ ッ ジ を 受 け
て 、 出 力 信 号 を Lレ ベ ル と Hレ ベ ル の 間 で 反 転 さ せ る 回 路 で あ る 。 T-FF４ ６ の 出 力 は 、 出 力
信 号 と し て 出 力 端 子 ３ ８ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
［ 実 施 の 形 態 ２ の 動 作 ］
　 図 １ １ は 、 本 実 施 形 態 の 信 号 伝 達 回 路 ４ ０ の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 １ １ 中
「 入 力 信 号 」 の 欄 は 、 図 １ ０ に お け る 入 力 端 子 １ ２ に 供 給 さ れ る 信 号 の 波 形 を 示 し 、 「 出
力 信 号 」 の 欄 は 、 図 １ ０ に お け る 出 力 端 子 ３ ８ に 表 れ る 信 号 の 波 形 を 示 し て い る 。 ま た 、
図 １ １ に 示 す Ａ 及 び Ｂ の 欄 は 、 そ れ ぞ れ 、 図 １ ０ 中 に 示 す Ａ 及 び Ｂ の 点 に 表 れ る 信 号 の 波
形 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 入 力 信 号 が 図 １ １ に 示 す よ う に 変 化 す る と 、 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 生
成 回 路 ４ ２ の 後 段 （ Ａ 点 ） に は 、 入 力 信 号 の 立 ち 上 が り に 同 期 し た 狭 パ ル ス と 、 入 力 信 号
の 立 ち 下 が り に 同 期 し た 狭 パ ル ス と が 順 次 表 れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 狭 パ ル ス が 遅 延 調 整 回 路 ４ ４ の 内 部 を 進 行 す る 過 程 で 、 そ の 立 ち 上 が り の タ イ ミ ン グ に
は ジ ッ タ が 生 ず る 。 他 方 、 そ の 立 ち 下 が り の タ イ ミ ン グ に は 、 殆 ど ジ ッ タ は 生 じ な い 。 こ
の た め 、 遅 延 調 整 回 路 ４ ４ の 後 段 （ Ｂ 点 ） に は 、 開 始 側 エ ッ ジ に は ジ ッ タ が 生 じ て い る が
、 終 端 側 エ ッ ジ に は ジ ッ タ が 生 じ て い な い 狭 パ ル ス が 発 生 す る 。 尚 、 遅 延 調 整 回 路 ４ ４ の
後 段 に 、 こ の よ う な 狭 パ ル ス が 生 ず る 理 由 は 、 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 で あ る た め 、 こ
こ で は 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る T-FF４ ６ は 、 Ｂ 点 に 生 ず る ダ ウ ン エ ッ ジ を 受 け て 、 出 力 を 反 転 さ せ
る 。 つ ま り 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 T-FF４ ６ は 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け て い な い ダ ウ
ン エ ッ ジ を 受 け て 出 力 を 反 転 さ せ る 。 こ の た め 、 T-FF４ ６ に よ り 生 成 さ れ る 波 形 は 、 ジ ッ
タ の 影 響 を 受 け て い な い も の と な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 T-FF４ ６ に は 、 入 力 信 号 の 立 ち 上 が り に 対 応 す る ダ
ウ ン エ ッ ジ と 、 入 力 信 号 の 立 ち 下 が り に 対 応 す る ダ ウ ン エ ッ ジ と が 交 互 に 入 力 さ れ る 。 そ
の 結 果 、 T-FF４ ６ は 、 結 果 的 に 、 入 力 信 号 と 同 じ 波 形 の 信 号 再 生 す る 。 こ の よ う に 、 本 実
施 形 態 の 信 号 伝 達 回 路 に よ れ ば 、 実 施 の 形 態 １ の 回 路 と 同 様 に 、 入 力 端 子 １ ２ に 供 給 さ れ
る デ ィ ジ タ ル 信 号 を 、 ジ ッ タ の 影 響 を 受 け る こ と な く 、 出 力 端 子 ３ ８ ま で 伝 達 さ せ る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 尚 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 ２ に お い て は 、 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 生 成 回 路 ４ ２ が 前 記 第 １ の 発
明 に お け る 「 狭 パ ル ス 生 成 回 路 」 に 、 遅 延 調 整 回 路 ４ ４ が 前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「 遅 延
回 路 」 に 、 立 ち 下 が り エ ッ ジ ト リ ガ 式 の T-FF４ ６ が 前 記 第 １ の 発 明 に お け る 「 信 号 再 生 回
路 」 に 、 そ れ ぞ れ 相 当 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ８ ３ 】
【 図 １ 】 従 来 の 半 導 体 試 験 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 半 導 体 試 験 装 置 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す 半 導 体 試 験 装 置 に お い て ジ ッ タ が 生 ず る 理 由 を 説 明 す る た め の 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 変 化 点 に 生 ず る 時 間 の ず れ と 、 変 化 点 以 前 に 信 号 が Lレ ベ ル に 維 持 さ
れ た ビ ッ ト 数 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 信 号 伝 達 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 狭 パ ル ス 生 成 回 路 １ ８ が 生 成 す る 狭 パ ル ス の 幅 、 つ ま り 、 第 １ の パ ル ス 幅 が 満 た
す べ き 条 件 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 信 号 伝 達 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 信 号 伝 達 回 路 に お い て 、 Ｃ 点 の 立 ち 上 が り タ イ ミ ン グ に
生 ず る ず れ Y1と 、 Ｄ 点 の 立 ち 下 が り タ イ ミ ン グ に 生 ず る ず れ Y2と を 対 比 し て 表 し た 図 で あ
る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ の 信 号 伝 達 回 路 を 多 チ ャ ン ネ ル 化 し た 場 合 を 構 成 を 説 明 す
る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ の 信 号 伝 達 回 路 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ の 信 号 伝 達 回 路 の 動 作 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
１ ０ ； ４ ０ 　 信 号 伝 達 回 路
１ ２ 　 入 力 端 子
１ ４ 　 セ ッ ト 信 号 伝 達 回 路
１ ６ 　 リ セ ッ ト 信 号 伝 達 回 路
１ ８ ， ２ ８ 　 狭 パ ル ス 生 成 回 路
２ ０ ， ３ ０ ； ４ ４ 　 遅 延 調 整 回 路
２ ２ ， ２ ６ ， ３ ２ 　 イ ン バ ー タ
２ ４ ， ３ ４ 　 第 ２ 狭 パ ル ス 生 成 回 路
３ ６ 　 SRラ ッ チ
３ ８ 　 出 力 端 子
４ ２ 　 両 エ ッ ジ 狭 パ ル ス 生 成 回 路
４ ６ 　 立 ち 下 が り エ ッ ジ ト リ ガ 式 T-FF
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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